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第 41 号

 

創
立
１
０
０
周
年
を
終
え
て

 

同
窓
会
会
長

　
西 

村 
慎 
治
　

　

母
校
は
、
昨
年
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事

業
を
皆
様
と
共
に
盛
大
に
執
り
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

創
設
以
来
、時
が
流
れ
て
も
、「
忠
実
服
業
」

「
堅
忍
不
抜
」
す
な
わ
ち
、「
如
何
な
る
事
を

す
る
の
に
も
誠
の
心
、
即
ち
真
心
を
打
ち
込

ん
で
す
る
。」「
如
何
な
る
困
難
に
あ
う
も
屈

せ
ず
に
頑
張
り
通
す
。」
の
精
神
は
、
脈
々

と
受
け
継
が
れ
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

我
々
は
、
こ
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
『
桜
尾

門
』を
創
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
、
飛
躍
と

発
展
を
願
う
礎
、学
校
の
顔
と
な
る
べ
く『
桜

尾
門
』
を
創
作
し
ま
し
た
。

　

中
庭
の
多
目
的
ス
テ
ー
ジ
を
生
徒
達
は

「
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
」
と
命
名
し
ま
し
た
。「
Ｋ

Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
」
は
同
窓
生
に
と
っ
て
の
絆
で

も
あ
り
ま
す
。
同
窓
生
と
し
て
『
桜
尾
門
』

を
創
作
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

同
窓
の
皆
様
に
は
桜
尾
同
窓
会
の
活
動
に

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

ご 

挨 

拶 

第
31
代
学
校
長

　
川 

端 

一 

弘
　

　

桜
尾
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
母
校
で
あ

る
廿
高
の
教
育
活
動
の
推
進
に
ご
支
援
・
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
案
内
の
と
お
り
、
廿
高
は
、
平
成
二
十

七
年
度
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
夏
に

は
新
た
な
正
門
で
あ
る
『
桜
尾
門
』
が
設
置

さ
れ
、
十
一
月
二
十
一
日
に
は
、
盛
大
に
記

念
式
典
及
び
祝
賀
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
同
窓
生
の
皆
様
方
の

お
力
添
え
が
あ
れ
ば
こ
そ
為
し
得
た
こ
と
で

す
。
改
め
て
廿
高
の
歴
史
の
重
み
と
同
窓
生

の
皆
様
の
母
校
へ
寄
せ
る
期
待
の
大
き
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
節
目
に
当
た
る
年
に
校
長
と
し

て
赴
任
し
、
大
き
な
行
事
を
執
り
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
光
栄
に
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

紙
面
を
お
借
り
し
、
私
の
持
つ
廿
高
の
思

い
出
を
二
つ
ほ
ど
語
っ
て
み
ま
す
。

　

一
つ
は
、
高
校
一
年
生
の
時
に
テ
ニ
ス
部

の
先
輩
の
練
習
試
合
に
球
拾
い
と
し
て
初
め

て
訪
れ
た
時
の
事
で
す
。
専
用
コ
ー
ト
が
四

面
も
あ
る
こ
と
を
羨
ま
し
く
思
っ
た
こ
と

や
、
団
体
戦
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
三
位
の
成
績

を
収
め
ら
れ
た
廿
高
の
二
年
生
の
プ
レ
ー
に

魅
了
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
で
も
鮮
明
に
記
憶

し
て
お
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
県
教
育
委
員
会
で
勤
務
を
し

て
い
た
折
に
、
廿
高
の
講
堂
の
建
て
替
え
に

関
わ
っ
た
事
で
す
。
一
階
に
定
時
制
課
程
の

専
用
施
設
を
整
備
す
る
プ
ラ
ン
を
提
案
し
、

施
設
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
描
き
ま
し
た
。
完
成

間
も
な
い
棟
を
視
察
し
た
時
に
は
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

廿
高
は
、
今
年
度
、
県
が
示
し
た
広
島
版

「
学
び
の
変
革
」
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
て
主
体
的
な
学
び
を
積
極
的
に
推
進

し
、
県
全
体
を
リ
ー
ド
す
る
学
校
と
し
て
指

定
さ
れ
、
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
取
組
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
変
化
の
激

し
い
社
会
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
資

質
・
能
力
を
備
え
た
真
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
参
る
所
存
で

す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
、ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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広島県立
廿日市高等学校 創立100周年記念事業報告

　廿日市高等学校は、平成27年４月２日創立100周年を迎えました。
　平成21年12月、学校・ＰＴＡ・同窓会による、広島県立廿日市高等学校創立100周年記念事業実行委員
会を設立し、記念事業として色々な事業を行いました。

１．桜尾門の建設（正門及びその周辺の整備事業）
　平成24年『桜尾門を創ろうプロジェクト』を立ち
上げ、平成27年４月７日 門の建設工事に着手。
　６月20日 廿高祭に合わせて「定礎式」を行い、
在校生、学校関係者、同窓生が、礎石に名前や想い
を刻み、７月９日 門の基礎として搬入した。８月
16日 開通式、８月28日 完成式を行った。
　正門周辺の多目的ステージ『KIZUNA』やロー
タリーも整備した。

２．記念式典、祝賀会
　平成27年11月21日午後１時から、広島工業大
学鶴記念体育館に於いて多くの御来賓、広島県
教育委員会、教職員、在校生、ＰＴＡ、同窓生
の出席を得て盛大な式典となった。なお、当日
は在校生が来賓の出迎えや接待、誘導、式典の
司会・進行などを担当した。
　続いて同日夜、ホテルグランヴィア広島にて
祝賀会を予定を超える440名の出席者を得て盛
大に開催した。

３．記念誌の発刊
　平成22年から作成に着手し５年を経て、創設時
からの膨大な資料をデジタル化し、紙媒体の記念
誌にDVDを添付したものを2500部作成した。在
校生、学校関係者、高額寄付者及び広告協賛者に
贈呈した。

記念誌は、若干冊残っております。
購入を希望される方は、同窓会事務局へお問い合わせください。（１冊5,000円）

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
報
告
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廿日市高校創立100周年記念事業収支決算報告

学　年　別　募　金　状　況 （平成27年12月31日現在）

高額のご協力を頂いた方々です

皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

項　　　目 予　算 決　算
１．100周年記念事業募金 6,000万円 3,818万円
募金寄附 5,400万円 3,442万円
100周年記念寄附 4,600万円 2,624万円
桜尾同窓会 300万円 300万円
廿日市高校ＰＴＡ 500万円 518万円

広告協賛 600万円 376万円
２．100周年記念その他雑収入 1,569万円
その他収入（記念品グッズ等） 202万円
記念祝賀会会費 441万円
桜尾同窓会補助金 926万円

100周年記念収入合計 6,000万円 5,387万円

項　　　目 予　算 決　算
１．記念事業費 4,100万円 2,992万円
桜尾門の建設（工事・設計・管理） 3,100万円 2,992万円
学習機材の設置（学習機材設置） 1,000万円 0万円

２．記念行事 1,500万円 1,608万円
記念式典（鶴記念体育館設営費等） 200万円 213万円
記念祝賀会（ホテルグランヴィア経費） 200万円 446万円
創立100周年記念誌（制作・発送） 1,100万円 949万円

３．事務諸経費 400万円 787万円
事務経費 40万円 42万円
通信費 260万円 92万円
広報活動費（特集号３回制作・発送） 100万円 653万円

100周年記念支出合計 6,000万円 5,387万円

収入の部 支出の部

学年 人数 学年募金額
T〜
S14 3人 15,000円
S15 1人 10,000円
S16 7人 50,000円
S17 2人 15,000円
S18 7人 55,000円
S19 3人 23,000円
S20 9人 225,000円
S21 9人 75,000円
S22 10人 60,000円
S23 3人 25,000円
S24 2人 155,000円
S25 9人 58,000円
S26 12人 106,000円
S27 36人 1,665,000円
S28 27人 273,000円
S29 34人 250,000円

学年 人数 学年募金額
S30 21人 180,000円
S31 63人 1,608,500円
S32 66人 1,065,000円
S33 58人 479,333円
S34 57人 547,000円
S35 36人 350,000円
S36 54人 390,000円
S37 57人 643,000円
S38 34人 598,000円
S39 65人 775,000円
S40 69人 809,000円
S41 69人 872,000円
S42 82人 2,538,780円
S43 78人 1,046,500円
S44 48人 855,000円
S45 63人 728,000円
S46 43人 485,000円

学年 人数 学年募金額
S47 49人 779,000円
S48 29人 472,000円
S49 27人 212,000円
S50 29人 997,000円
S51 34人 396,000円
S52 44人 534,237円
S53 18人 130,000円
S54 36人 398,000円
S55 24人 212,000円
S56 16人 340,000円
S57 15人 120,000円
S58 19人 133,000円
S59 24人 188,000円
S60 11人 96,000円
S61 9人 155,000円
S62 11人 90,000円
S63 13人 115,000円

学年 人数 学年募金額
H1 9人 55,000円
H2 7人 56,000円
H3 11人 71,000円
H4 6人 45,000円
H5 7人 40,000円
H6 11人 135,000円
H7 5人 26,000円
H8 6人 35,000円
H9 3人 15,000円
H10 1人 5,000円
H11 4人 16,000円
H12 3人 12,500円
H13 11人 80,000円
H14 7人 47,500円
H15 8人 53,000円
H16 2人 10,000円
H17 3人 5,000円

学年 人数 学年募金額
H18 5人 35,000円
H19 3人 21,000円
H20 1人 5,000円
H21 4人 21,000円
H22 5人 28,000円
H23 7人 33,000円
H24 7人 33,000円
H25 8人 45,000円
H26 2人 10,000円
H27 3人 20,000円
 1,694人 23,355,350円

その他 50人 2,890,060円

総　計
1,744人  26,245,410円

西村慎治 様  会長･百周年副委員長 Ｓ42卒 150万円 
古澤敏昭 様  百周年顧問Ｓ27卒  100万円 
藤田博之 様  元副会長･百周年顧問 Ｓ31卒  100万円 
児玉節江 様  恩師  100万円 
梶田　滋 様  副会長 Ｓ50卒 50万円 
西本　博 様  副会長 Ｓ32卒  30万円 
河井英勝 様  百周年顧問 Ｓ38卒  30万円 
半明晃二 様  Ｓ50卒  25万円 
西本文昭 様  副会長 Ｓ39卒  20万円 
松井直資 様  副会長 Ｓ44卒  20万円 
越智　稔 様  副会長 Ｓ45卒  20万円 
森井　孝 様  監査 Ｓ43卒   16万円
濱口　進 様  Ｓ20卒  15万円 
山岡孝昭 様  Ｓ24卒  15万円 
角一覚隆 様  Ｓ41卒  15万円 
福原佳子 様  前監査 Ｓ47卒  15万円 
谷口　豪 様  Ｓ48卒  15万円 
石原隆志 様  Ｓ56卒  15万円 
小田　徹 様  副会長 Ｓ52卒  13万円 

緒方　治 様  Ｓ43卒  12万円 
中尾　孝 様  元会長･百周年顧問 Ｓ34卒  11万円 
川島宏治 様  百周年顧問 Ｓ47卒  11万円 
山城武之 様  Ｓ47卒  11万円 
宮本初史 様  Ｓ27卒   10万円
佐々木哲也 様  Ｓ27卒   10万円
隅田　證 様  Ｓ27卒   10万円
中西忠司 様  Ｓ32卒   10万円
渡辺憲治 様  Ｓ35卒   10万円
坪井　宏 様  百周年顧問 Ｓ37卒   10万円
松本勝行 様  Ｓ37卒   10万円
門田隆雄 様  Ｓ39卒   10万円
藤井　修 様  Ｓ40卒   10万円
中野忠實 様  Ｓ41卒   10万円
星月　空 様  百周年顧問 Ｓ41卒   10万円
増田昭美 様  Ｓ42卒   10万円
髙橋周裕 様  Ｓ42卒   10万円
保井英三 様  Ｓ42卒   10万円
福戸　勝 様  Ｓ43卒   10万円

三口　巌 様  百周年顧問 Ｓ44卒  10万円 
舛本直文 様  百周年顧問 Ｓ44卒  10万円 
中村静男 様  Ｓ47卒   10万円
谷峰　昇 様  Ｓ48卒   10万円
上垣篤弘 様  Ｓ51卒  10万円
吉田正裕 様  Ｓ54卒  10万円 
清水伸樹 様  Ｓ61卒   10万円

川端一弘 様  廿日市高校校長   10万円
才木裕久 様  前学校長   10万円
三川和輝 様  元学校長   10万円
林 章太郎 様 前ＰＴＡ会長  10万円

広島市桜尾会 様   30万円
廿高ゴルフどうしょう会 様    10万円
株式会社  今井建設工業   10万円
昭和46年卒同期会 様   10万円
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平
成
27
年
度

廿
高
ク
ラ
ブ
活
動
状
況
報
告

▼
卓
球
部

　

広
島
市
高
校
卓
球
選
手
権

　
　

女
子
ダ
ブ
ル
ス 

第
３
位

　

第
61
回
県
高
校
新
人
卓
球
大
会
広
島
地
区
予
選

　
　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス 
第
５
位

　
　

学
校
対
抗
戦　

男
子
Ｂ
級 
第
５
位

▼
陸
上
部

　

第
63
回
広
島
地
区
高
校
夏
季
陸
上
選
手
権

　
　

男
子
４
×
100
ｍ
Ｒ 

第
７
位

　
　

女
子
砲
丸
投 

第
８
位

　

第
41
回
広
島
地
区
高
校
新
人
陸
上
選
手
権

　
　

男
子
４
×
100
ｍ
Ｒ 

第
６
位

　
　

女
子
砲
丸
投 

第
７
位

　
　

男
子
走
幅
跳 

第
７
位

▼
男
子
テ
ニ
ス
部

　

第
68
回
県
高
校
総
体
テ
ニ
ス
競
技

　
　

男
子
団
体 

第
５
位

　

第
68
回
県
高
校
テ
ニ
ス
新
人
大
会

　
　

男
子
ダ
ブ
ル
ス 

第
５
位

　

第
９
回
中
国
高
等
学
校
新
人
テ
ニ
ス
大
会

　
　

男
子
ダ
ブ
ル
ス 

第
５
位

　
　
　

＊
中
国
大
会

▼
女
子
テ
ニ
ス
部

　

第
68
回
県
高
校
テ
ニ
ス
新
人
大
会　

　
　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス 

ベ
ス
ト
16

　
　
　

＊
中
国
大
会

▼
硬
式
野
球
部

　

第
97
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
広
島
大
会

 

ベ
ス
ト
16

▼
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

第
59
回
中
国
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　

広
島
県
大
会 

第
３
位

　
　
　

＊
中
国
大
会

　

第
68
回
県
高
校
総
体
バス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

 

第
３
位　

男
子
優
秀
選
手
１
名

　

平
成
27
年
度
県
高
校
秋
季
大
会 

第
３
位

▼
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

第
59
回
中
国
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　

広
島
県
大
会 

第
６
位

　

第
68
回
県
高
校
総
体
バス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

 

第
５
位

　

県
高
校
秋
季
大
会 

第
５
位

▼
ボ
ー
ト
部

　

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

　

第
13
回
全
日
本
ジ
ュニア
ボ
ー
ト
選
手
権
大
会

　
　
　

出
場
１
名　
　

　

第
59
回
中
国
高
校
ボ
ー
ト
選
手
権
広
島
予
選

　
　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル 
第
３
位

　
　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル 
第
１
位

　
　

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル 

第
２
位

　
　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル 

第
２
位

　
　

男
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル 

第
３
位

　
　
　

＊
以
上
中
国
大
会

　

第
68
回
県
高
校
総
体　

　
　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル 

第
２
位

　
　

男
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル 

第
２
位

　
　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル 

第
１
位

　
　

女
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル 

第
１
位

　

第
70
回
国
民
体
育
大
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

少
年
少
女
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル 

第
１
位

　

第
70
回
国
民
体
育
大
会
ボ
ー
ト
競
技

　
　

少
年
少
女
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル 

第
８
位
入
賞

　

第
67
回
県
高
校
新
人
戦
大
会

　
　

女
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル 

第
１
位

　
　
　

＊
中
国
大
会

　
　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル 

第
２
位

　
　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル 

第
２
位

　

第
27
回
全
国
高
校
選
抜
ボ
ー
ト
大
会

　
　

中
国
地
区
予
選
会

　
　

女
子
ク
ォ
ド
ル
プ
ル 

第
１
位

　
　
　

＊
全
国
大
会

　

第
28
回
全
国
マ
シ
ン
ロ
ー
イ
ン
グ
大
会

　
　

西
市
開
場
高
校

　
　

女
子
２
０
０
０
ｍ
の
部 

第
１
位
・
第
２
位

　
　
　

＊
中
国
大
会

▼
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　

第
64
回
中
国
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　

選
手
権
大
会　

　
　

広
島
県
予
選 

第
３
位

　
　
　

＊
中
国
大
会

　

広
島
地
区
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　

Ａ
ゾ
ー
ン 

第
１
位

　

県
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
秋
季
選
手
権

 

準
優
勝

▼
水
泳
部

　

第
68
回
県
高
校
総
体

　
　

男
子
２
０
０
ｍ
自
由
形 

第
２
位

　
　

男
子
４
０
０
ｍ
自
由
形 

第
３
位

　

県
高
校
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
（
競
泳
）

　
　

男
子
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ 

第
７
位

　
　

男
子
４
０
０
ｍ
自
由
形 

第
１
位

　
　

男
子
２
０
０
ｍ
自
由
形 

第
２
位

　

第
３
回
中
国
高
校
新
人
水
泳
競
技
選
手
権

　
　

男
子
２
０
０
ｍ
自
由
形 

第
７
位

　
　

男
子
４
０
０
ｍ
自
由
形 

第
２
位

　
　

男
子
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ 

第
13
位

　
　

男
子
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ 

第
８
位

　
　
　

＊
以
上
中
国
大
会

▼
吹
奏
楽
部

　

第
39
回
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
滋
賀
大
会

　
　

広
島
県
代
表
合
同
チ
ー
ム 

文
化
連
盟
賞

　

第
56
回
広
島
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

高
等
学
校
Ａ
部
門 

金
賞

　

第
37
回
ハ
イ
ス
ク
ー
ル・ミ
ュー
ジ
ッ
ク・コ
ン
サ
ー
ト

　
　

ア
ル
ト
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
独
奏 

優
秀
賞

　

第
40
回
全
国
総
合
文
化
祭
プ
レ
大
会
・

　
　

第
39
回
県
高
校
総
合
文
化
祭
音
楽
祭　

　
　
　

吹
奏
楽
部
門 

出
場

　

第
53
回
中
国
中
学
校
・
高
校
吹
奏
楽
祭

　
　

In
さ
く
ら
ぴ
あ 

廿
日
市
市
長
賞

　

第
39
回
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

　
　

高
校
の
部　

木
管
八
重
奏 

金
賞

　
　
　
　
　
　
　

金
管
八
重
奏 

銀
賞

▼
美
術
部

　

西
広
島
駅
安
全
考
動
川
柳
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

 

入
賞　
　

ポ
ス
タ
ー
採
用

　

薬
物
乱
用
防
止
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー

 

広
島
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部
長
賞

　

高
校
生
デ
ザ
イ
ン
大
賞
２
０
１
５

　
　

ポ
ス
タ
ー
・
イ
ラ
ス
ト
部
門 

入
選
２
名

今
輝
く
!!廿
高
生
た
ち
の
活
躍
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高
校
生
じ
ぶ
ん
才
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

ア
ー
ト
部
門 

銅
賞

　

第
８
回
全
国
高
校
生
現
代
ア
ー
ト
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

 

入
選
２
名　

＊
全
国
大
会

▼
文
芸
部

　

第
26
回
県
高
等
学
校
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

小
説
部
門 

奨
励
賞

　
　

詩
部
門 

奨
励
賞

　
　

文
芸
部
誌
部
門 

佳
作

▼
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
同
好
会

　

第
５
回
全
国
高
校
生
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
大
会

　
　

女
子
個
人
部
門 

準
優
勝

▼
美
術
科
（
授
業
）

　

第
68
回
高
校
総
体

　
　

デ
ザ
イ
ン
バ
ッ
ジ
の
部 

入
選
５
名

　

高
校
生
デ
ザ
イ
ン
大
賞

　
　

立
体
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
も
の
づ
く
り
部
門

 

部
門
賞

　

高
校
生
じ
ぶ
ん
才
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

ア
ー
ト
部
門 

銀
賞

 

銅
賞
２
名

▼
国
語
科
（
授
業
）

　
「
こ
と
ば
の
輝
き
」
優
秀
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

 

優
秀
賞

▼
英
語
科
（
授
業
）

　
第
２
回
県
高
校
オ
ー
ラ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

特
別
賞

▼
図
書

　

第
61
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

広
島
地
区
審
査 

入
選
２
名

▼
平
成
27
年
度
一年
次
学
び
塾
グ
ル
ー
プ
競
技

 

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

　

４
年
連
続
優
秀
賞
等
受
賞

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
!!

加
し
、今
年
度
も
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
４
年
間
連
続
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

（
平
成
24
・
25
年
度 

最
優
秀
賞
受
賞
、

 

平
成
26
・
27
年
度 

優
秀
賞
受
賞
）

　

表
彰
式
は
昨
年
10

月
４
日
（
日
）
に
「
ゆ

め
タ
ウ
ン
廿
日
市
ゆ

め
広
場
」
で
多
く
の
観

衆
の
中
行
わ
れ
、
園
芸

部
の
生
徒
が
表
彰
状

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

12
月
15
日
（
火
）
に
は
園
芸
部
の
生
徒
２

名
が
教
育
長
を
訪
問
し
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

に
つ
い
て
、
作
業
の
様
子
や
緑
の
カ
ー
テ
ン

の
効
果
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

教
育
長
か
ら
は
２
人
に
こ
の
伝
統
を
引
き

継
い
で
ほ
し
い
こ
と

と
卒
業
後
も
頑
張
る

よ
う
エ
ー
ル
を
送
っ

て
い
た
だ
き
、「
善
く

生
き
る
」
と
自
筆
し
た

色
紙
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し
た
。

● 

廿
日
市
高
等
学
校
定
時
制

● 

ボ
ー
ト
部

　

昨
年
度
の
ボ
ー
ト
部
は
、
４
月
の
全
日
本

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ー
ト
選
手
権
か
ら
始
ま
り
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
民
体
育
大
会
、
そ
し
て
３

月
の
全
国
選
抜
ボ
ー
ト
大
会
へ
出
場
し
頑

張
っ
た
年
で
し
た
。

　

広
島
地
区
で
行
わ
れ
た
レ
ー
ス
で
の
優
勝

は
も
と
よ
り
、
中
国
大
会
で
も
数
々
の
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
11
月
に
行
わ
れ

た
全
国
選
抜
ボ
ー
ト
大
会
中
国
地
区
予
選
会

で
、
全
部
員
５
人
で
臨
ん
だ
女
子
舵
手
付
き

ク
ォ
ド
ル
プ
ル
で
初
優
勝
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
優
勝
す
る
に
は
と
て
も
壁
は

高
い
が
、
日
々
の
努
力
・
頑
張
り
で
そ
の
壁

は
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
入
賞
す
る

レ
ベ
ル
ま
で
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
か
ら
部
員
を
勧
誘
し
、
ま
た
新
た

な
気
持
ち
で
全
国
大
会
で
入
賞
で
き
る
よ
う

に
日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

今
輝
く
!!廿
高
生
た
ち
の
活
躍

　

廿
日
市
高
等
学
校
定
時
制
は
、
廿
日
市
市

が
平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
緑
の

カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
初
年
度
か
ら
参
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旧
師
か
ら
の
お
便
り

野
間
　
茂 

先
生
（
昭
57
年
卒
４
組
担
任
）

　

一
昨
年
の
土
砂
災
害
の
際
に
は
、
廿
高
の

卒
業
生
の
皆
さ
ん
か
ら
筆
舌
に
尽
く
し
難
い

程
の
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。
避
難
生
活
が

未
だ
続
い
て
い
ま
す
が
、
お
陰
様
で
、
不
屈

の
精
神
で
今
年
は
自
宅
再
建
を
し
ま
す
。
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
！

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

金
森
拓
磨（
利
数
）
先
生

（
昭
57
年
卒
４
組
担
任
）

　

67
歳
に
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
絵
を
描
い

て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

老
子
、
荘
子
の
影
響
を
受
け
て
、
段
々
と

無
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

河
内
山 

聖 

先
生
（
昭
57
年
卒
５
組
担
任
）

　

私
事
、
こ
の
五
月
に
米
寿
を
迎
え
ま
す
。

昭
和
の
激
動
期
、
特
に
学
生
時
代
に
原
爆
を

身
近
に
体
験
し
、
よ
く
ぞ
こ
れ
ま
で
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

廿
日
市
高
校
勤
務
の
六
年
間
に
、
五
日
市

高
校
と
の
総
合
選
抜
が
始
ま
り
同
窓
会
館
の

落
成
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

相
変
わ
ら
ず
好
き
な
写
真
撮
影
を
続
け
て

お
り
、
２
年
後
の
広
島
被
爆
70
年
誌
の
完
成

を
待
っ
て
い
ま
す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

北
来
弘
子 

先
生
（
平
４
年
卒
２
組
担
任
）

　

安
芸
府
中
高
校
を
最
後
に
退
職
し
、
は
や

い
も
の
で
11
年
に
な
り
ま
す
。
現
在
は
94
歳

の
母
の
介
護
が
生
活
の
中
心
で
す
。
自
由
な

時
間
が
あ
る
時
は
、
好
き
な
芸
北
方
面
に
友

人
と
で
か
け
、
自
然
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

元
気
で
長
生
き
し
よ
う
と
運
動
も
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。◆　

　
　

◆　
　
　

◆

奥
村
優
之 

先
生
（
平
４
年
卒
８
組
担
任
）

英
語
科
教
諭　

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
顧
問

平
成
27
年　

祇
園
北
高
校
定
年
退
職

ア
ン
ジ
ュ
ヴ
ィ
オ
レ
広
島

（
な
で
し
こ
リ
ー
グ
２
部
）
監
督

３
月
27
日
（
日
）
開
幕
戦

第
一
競
技
場
13
時
～

　
　

応
援
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
　
（
試
合
日
程
は
HP
参
照
）

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

黒
田
裕
志 

先
生
（
平
４
年
卒
９
組
担
任
）

　

私
も
定
年
ま
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

廿
日
市
西
高
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

車
　
義
博 

先
生
（
平
４
年
卒
10
組
担
任
）

　

夫　

車
義
博
は
、
昨
年
５
月
に
永
眠
い
た

し
ま
し
た
。
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

が
、
病
気
の
為
何
も
協
力
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
本
人
も
残
念
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
妻
）

同窓会事務局への連絡は、月曜～金曜（10:00～15:00）にお願いします。
〒738-0004　広島県廿日市市桜尾３－３－１　広島県立廿日市高等学校同窓会事務局
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個人情報の取り扱いについて
個人情報が乱用されています。廿高同窓会・廿高進路係などを名乗って、ハガキ・電話があった場合は、
すぐお答えにならず、電話・FAXにて折り返し確かめるのが安全です。
廿高桜尾同窓会では、個人情報保護法の法令を遵守し、ご提供いただいております個人情報は、適切
に取り扱うとともに正確性・機密性保持に万全を尽くすよう努めています。

住所変更（住居表示変更
含む）・改姓は、ぜひ事
務局へお届けください

懐
か
し
い
先
生
方
の
近
況

私立（主な大学）
大　学　名 合格者数

公　立
大　学　名 合格者数

国　立
大　学　名 合格者数

今
輝
く
!!　

 
廿
高
生
た
ち
の
活
躍

平
成
28
年

大
学
進
路
状
況

（
過
年
度
生
含
む
）

慶應義塾大学	 4
早稲田大学	 5
上智大学	 3
立教大学	 1
青山学院大学	 1
明治大学	 1
中央大学	 1
法政大学	 3
東京理科大学	 2
同志社大学	 6
立命館大学	 31
関西大学	 17
関西学院大学	 3
広島修道大学	 211
安田女子大学	 102
広島工業大学	 101

横浜市立大学	 1
山梨県立大学	 1
静岡文化芸術大学	 1
大阪府立大学	 1
尾道市立大学	 1
県立広島大学	 15
広島市立大学	 16
福山市立大学	 3
下関市立大学	 9
山口県立大学	 1
北九州市立大学	 5
福岡県立大学	 3
兵庫県立大学	 1

北海道大学	 1
千葉大学	 1
静岡大学	 1
和歌山大学	 1
神戸大学	 1
鳥取大学	 1
島根大学	 5
岡山大学	 1
広島大学	 16
山口大学	 13
徳島大学	 1
香川大学	 4
愛媛大学	 19
高知大学	 1
福岡教育大学	 1
九州大学	 1
九州工業大学	 1
佐賀大学	 3
大分大学	 1
宮崎大学	 1
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（
平
成
二
七
年
に
逝
去
さ
れ
た
方
）

訃　

報

卒
年

お
名
前

昭
42
卒

森
原　

伸
司

昭
27
卒

中
本　

修
身

昭
32
卒

山
根　

文
夫

昭
27
卒

森
山　

芳
男

昭
20
卒

吉
原　

一
秀

昭
27
卒

舩
井　

常
吉

平
13
卒

面
出　

義
仁

昭
36
卒

米
本　

信
親

昭
37
卒

舛
田　

隆

昭
39
卒

大
倉　

清
憲

昭
29
卒

山
田
み
の
り
（
旧
姓 

正
木
）

昭
39
卒

百
谷　

兼
夫

昭
16
卒

為
国　

秀
文

昭
34
卒

世
良　

茂
人

昭
16
卒

平　
　

一
雄

旧
職
員

お
名
前

碓
井
正
水 

先
生
（
平
成
21
年
歿
）

車　

義
博 

先
生

皆
様
の
ご
冥
福
を

　
　
　
御
祈
り
致
し
ま
す

名誉顧問 児玉　節子 旧職員
古澤　敏昭 昭27卒
藤田　博之 昭31卒
西村　慎治 昭42卒

顧　　問 川端　一弘 学校長
佐々木良城 昭27卒
中尾　　孝 昭34卒
田中　龍次 昭46卒

会　　長 西村　慎治 昭42卒
副 会 長 西本　　博 昭32卒

西本　文昭 昭39卒
松井　直資 昭44卒
越智　　稔 昭45卒
梶田　　滋 昭50卒
小田　　徹 昭52卒
吉田　正裕 昭54卒

監　　査 森井　　孝 昭43卒
阿部　芳弘 昭50卒

桜尾同窓会役員一覧
平成28年（２０１６）４月現在

　この度の100周年記念事業に
あたり、多大なご協力を頂い
た４名の方に桜尾同窓会名誉
顧問に就任して頂きました。

廿
日
市
高
校
創
立
１
０
０
周
年

桜
尾
同
窓
会
関
東
支
部
懇
親
会

　

昨
年
５
月
30
日
、「
ク
ル
ー
ズ
・
ク
ル
ー

ズ
新
宿
」
に
て
、
創
立
１
０
０
年
を
迎
え
る

廿
日
市
高
校
の
同
窓
会
関
東
支
部
記
念
懇
親

会
が
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

司
会
は
卒
業
生
で
芸
能
界
や
料
理
研
究
家

と
し
て
ご
活
躍
の
中
西
し
ほ
り
さ
ん
。

　

１
０
０
年
の
歩
み
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
の

上
映
や
、
11
月
21
日
に
広
島
で
開
催
さ
れ
る

１
０
０
周
年
記
念
式
典
、
ま
た
卒
業
生
寄
附

に
よ
る
新
し
い
校
門
（
桜
尾
門
）
の
制
作
の

模
様
を
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
卒
業
生
ス
ピ
ー
チ
と
し
て
、

作
曲
家
の
都
志
見
隆
さ
ん
と
、
映
画
監
督
で

東
京
藝
大
大
学
院
教
授
の
諏
訪
敦
彦
さ
ん
に

御
登
壇
を
頂
き
ま
し
た
。
都
志
見
さ
ん
は
廿

高
卒
業
後
単
身
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
修
業
。
帰

国
後
は
作
曲
家
と
し
て
著
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
ヘ
の
多
く
の
名
曲
を
世
に
送
り
出
さ
れ
、

現
在
も
精
力
的
に
作
曲
を
続
け
ら
れ
て
い
る

お
話
を
頂
き
ま
し
た
。ま
た
、カ
ン
ヌ
や
ロ
ッ

テ
ル
ダ
ム
で
の
映
画
祭
で
受
賞
経
験
も
あ
る

諏
訪
さ
ん
は
、
日
仏
合
同
作
品
の
制
作
秘
話

か
ら
、
担
任
の
先
生
に
映
画
を
や
め
ろ
と
言

わ
れ
た
廿
高
時
代
の
お
話
も
披
露
。
更
に
は

高
校
時
の
自
主
制
作
映
画
の
上
映
も
頂
き
ま

し
た
。

　

抽
選
会
で
は
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
カ

デ
ミ
ー
理
事
舛
本
支
部
長
か
ら
の
ご
提
供
に

よ
る
世
界
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
グ
ッ
ズ
を
始

め
、
１
０
０
周
年
記
念
品
、
有
志
に
よ
り
寄

せ
ら
れ
た
広
島
の
名
産
品
、
企
業
協
賛
品
等

が
皆
に
行
き
渡
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
全
員
に
よ
る
校
歌
斉
唱
で
盛
大
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

廿
高
同
窓

会
関
東
支
部

は
、
来
年
の

１
０
１
周
年

そ
し
て
こ
れ

か
ら
も
ず
っ

と
、
卒
業
生

の
温
か
い
つ

な
が
り
の
場

を
提
供
し
続

け
て
い
く
所

存
で
す
。

　
　
　

東
京
支
部
（
昭
和
60
年
卒
）

高 

田 

雅 

弘

関
東
支
部
親
睦
会　

６
月
４
日（
土
）

平成28年　桜尾同窓会関東支部親睦会（第４回）

■ 日　時　平成28年６月４日（土）17:00から
■ 場　所　神楽坂 中華料理 縁香園（新宿区神楽坂5-1 神楽坂テラスビル2F）
　　http://r.gnavi.co.jp/p10hvkp40000/　（地下鉄/JＲ総武線 飯田橋駅 徒歩6分 / 大江戸線 牛込神楽坂駅 徒歩3分）
■ 会　費　一般 6,000円、学生 3,000円
■ 問合せ　e-mail：sakurao.kanto＠gmail.com ／ tel： 080-3575-9688（S63年卒 高田）

　我らが廿高は昨年無事に100周年を迎え、関東支部も引続き盛り上がっていきたく存じます。
　本年の懇親会は以下にて実施いたします。関東在住卒業生の皆さま、是非お誘い合わせのうえご参
加ください。関東でも廿高魂を広げ、花咲かせていきましょう。

※参加人数確認の為、ご出席希望の方は事前にご連絡ください。
　またその際は卒業年、連絡先をお伝えください。
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総
会
当
番
幹
事
を
体
験
し
て

　

昨
年
の
６
月
20
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
「
平
成
27
年
度
廿
日
市
高
校
桜
尾
同
窓

会
・
懇
親
会
」
の
当
番
幹
事
（
昭
和
56
年
卒

業
生
）
と
し
て
、
多
く
の
皆
様
に
御
参
加
頂

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
一
言
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

思
え
ば
平
成
26
年
４
月
に
先
輩
に
誘
わ

れ
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
55
年
卒
の
決
起

集
会
に
参
加
し
た
時
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

５
月
に
役
員
を
決
め
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
手

に
ク
ラ
ス
幹
事
を
お
願
い
し
、
８
月
に
は
１

回
目
の
幹
事
会
、
そ
し
て
そ
れ
以
降
毎
月
集

ま
り
な
が
ら
、
総
会
ま
で
の
年
間
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
や
出
し
物
を
考
え
、
12
月
に
は
同
期

に
出
す
年
賀
状
を
郵
送
し
、
忘
年
会
も
開
催

し
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
に
は
話
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た

同
期
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
す
ぐ
に
打
ち

解
け
、
代
表
幹
事
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い

分
、
役
員
や
ク
ラ
ス
幹
事
の
方
に
助
け
ら
れ

な
が
ら
、
長
い
と
思
っ
た
１
年
は
「
あ
っ
」

と
言
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
先
輩
に
出
席
を
お
願
い
す
る
た

め
芸
南
CC
で
開
催
さ
れ
た「
ど
う
し
ょ
う
会
」

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
も
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
席
で
は
、
バ
ス
ケ
部
の

先
輩
よ
り
「
総
会
は

出
ん
け
ど
２
名
分
会

費
を
払
う
わ
」
と
言

っ
て
会
費
を
頂
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
会

費
の
み
払
っ
て
総
会

に
は
出
席
さ
れ
な
い

先
輩
方
も
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
る
こ
と
も
今
回
初
め
て
知
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
。

　

懇
親
会
終
了
後
、年
配
の
大
先
輩
か
ら「
本

当
に
良
か
っ
た
、
楽
し
か
っ
た
」
と
握
手
を

求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
涙

が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
け
ん
玉
で
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
し
て
く
れ
た
久
保
田
君
、
制
服
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
参
加
し
て
頂
い
た
蛎
田

先
輩
、
後
輩
の
夏
子
ち
ゃ
ん
、
池
田
さ
ん
、

そ
し
て
ス
ト
ラ
ッ
プ
販
売
も
手
伝
っ
て
く
れ

た
娘
に
も
感
謝
、
感
謝
で
す
。

　

最
後
に
も
う
一
度
、
総
会
に
参
加
ま
た
関

わ
っ
て
い
た
頂
い
た
全
て
の
同
窓
生
に
お
礼

と
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今

年
も
６
月
18
日
の
総

会
に
皆
様
に
ま
た
お

会
い
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

　
　

平
成
27
年
度
代
表
幹
事
（
昭
56
年
卒
）

田
野
原
　
浩

✿✿✿✿✿ 廿日市高校桜尾同窓会 ✿✿✿✿✿
総 会・懇親会のご案内

■ 日　時　６月１８日（土）午後５時より
■ 場　所　メルパルク広島　６F「平成」（広島市中区基町6-36　TEL 082-222-8501）
■ 会　費　6,000円　（但し 平成28年〜19年の卒業生は、3,000円）
■ 幹　事　当番卒年　昭和57年・58年・平成４年（責任者 昭和57年卒）
※ 出席の申込みは、電話又はFAXで同窓会事務局まで　ＴＥＬ 0829-32-9030 ＦＡＸ 0829-32-8141
　 この「たより」を案内状とさせて頂きます。皆様お誘い合わせのうえご出席ください。

平成28年 総会当番幹事ごあいさつ
　今年度の『平成28年度廿日市高校桜尾同窓会総会・懇親会』の運営を、私たち「昭和57年・58年・
平成４年卒業生」が仰せつかり、幹事一同身の引きしまる思いでさせていただく事になりました。
昨年、我が「廿日市高校」は創立100周年で記念すべき節目の年を迎えました。本年は、創立150年、
200年に向け新たな歴史の１ページ目のスタートとして、大事な一歩を踏み出す同窓会となります。
少子化、IT化、合理化等で人との繋がりがだんだん希薄になっていく中、今年の同窓会テーマは「出
逢いが道を創る　～この道にまた想いを刻む～」とさせて頂きました。これは、コブクロさんの「時
の足音」の一節です。昔の出逢いを大切にし、また新たな出逢いの感動を共感できるようにと…。
当時お世話になった恩師、机を並べて勉強に勤しんだ同級生、がむしゃらに取り組んだクラブ活動・
同好会メンバー。そんな高校時代の思い出と、この同窓会での新たな出逢いとが重なりあい、卒業
生全員の「廿高愛」をつなげる場として、楽しく素晴らしい時になれば幸いです。多くの廿高卒業
生の方に気軽にご参加して頂けるよう役員一同最善の準備をさせて頂きます。是非お近くの卒業生
の方へもお声かけして頂き、懐かしきあの時代へ共にタイムスリップいたしましょう。

代表幹事　山本　直樹（昭和57年卒業）

桜
尾
同
窓
会
総
会　

６
月
18
日（
土
）


